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上
品
な
華
や
か
さ
へ
1
6
0
年
の
時
を
経
て

皇
女
和
宮
の
打
掛
公
開

染
と
織
や
ま
だ
（
讐
あ
す
か
ら

諏
訪
市
諏
訪
1
の
呉
服
店
「
染

と
織
　
や
ま
だ
」
（
山
田
敦
子
店

主
）
は
2
0
日
か
ら
3
0
日
ま
で
、
江
戸

時
代
末
期
の
1
8
6
2
年
、
第
1
4

代
将
軍
徳
川
家
茂
に
嫁
が
れ
た
皇

烈
割
印
触
手
内
親
王
が
着
用
さ
れ

た
御
掻
取
（
打
掛
）
を
同
店
で
展

示
、
公
開
す
る
。
約
1
6
0
年
の

時
を
経
た
御
掻
取
は
、
朱
色
の
地

に
金
糸
や
絹
糸
で
菊
や
桜
な
ど
の

刺
し
ゅ
う
が
施
さ
れ
、
上
品
な
華

や
か
さ
を
放
つ
。
同
店
は
「
大
政

奉
還
、
江
戸
城
無
血
開
城
な
ど
に

力
を
尽
く
さ
れ
た
歴
史
上
人
物
の

和
宮
様
が
、
実
際
に
手
に
取
ら
れ

た
打
掛
。
目
の
当
た
り
に
し
て
鳥

肌
が
立
つ
思
い
」
と
話
し
て
い
る
。

皇
女
和
宮
（
1
8
4
6
～
㍗
年
）

は
、
仁
孝
天
皇
の
第
八
皇
女
で
孝

明
天
皇
（
明
治
天
皇
の
父
）
の
妹

に
当
た
る
。
6
1
年
京
都
か
ら
江
戸

に
嫁
が
れ
る
際
は
中
山
道
を
通
っ

て
江
戸
に
向
か
い
、
下
諏
訪
宿
で

は
本
陣
の
「
上
段
の
間
」
に
宿
泊

さ
れ
て
い
る
。
皇
女
が
武
家
に
嫁

い
だ
唯
一
の
例
で
、
そ
の
一
行
は

警
護
も
含
め
膨
大
な
人
た
ち
が
動

員
さ
れ
、
翌
年
に
祝
言
が
行
わ
れ
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皇
女
和
宮
が
着
用
さ
れ
た
御
掻

取
（
打
掛
）
。
却
日
か
ら
罰
日
ま

で
諏
訪
市
の
呉
服
店
「
染
と
織

や
ま
だ
」
で
展
示
さ
れ
る

た
。
6
6
年
に
家
茂
が
亡
く
な
っ
た

後
は
贅
蟹
と
名
乗
り
、
徳
川

家
存
続
の
た
め
家
茂
の
母
・
歪

階
藁
と
と
も
に
尽
力
し
た
。

御
掻
取
は
当
時
の
貴
婦
人
の
礼

服
で
、
帯
を
締
め
た
上
か
ら
掛
け

て
着
る
長
小
袖
。
和
宮
の
御
掻
取

は
兄
宮
の
孝
明
天
皇
か
ら
贈
ら
れ

た
と
い
わ
れ
る
。
現
在
は
京
都
市

の
コ
レ
ク
タ
ー
が
所
蔵
。
同
店
の

取
引
先
（
京
都
市
）
が
コ
レ
ク
タ

ー
と
や
ま
だ
と
の
縁
を
結
び
、
展

示
が
実
現
し
た
っ
山
田
店
主
は
「
丈

は
1
6
0
巧
、
ゆ
き
は
6
0
巧
と
現

代
物
と
比
べ
る
と
小
さ
く
小
柄
な

宮
様
を
想
像
す
る
」
「
染
色
は
全
て

植
物
か
ら
と
思
わ
れ
、
総
じ
て
美

し
い
。
和
宮
様
の
生
涯
を
語
る
一

枚
に
思
わ
れ
感
慨
深
い
」
と
話
す
。

展
示
準
備
中
に
偶
然
立
ち
寄
っ

た
諏
訪
市
の
今
井
和
子
さ
ん
は

「
刺
し
ゅ
う
の
き
め
細
か
く
丁
寧

な
仕
事
ぶ
り
が
見
事
、
か
な
り
時

間
を
掛
け
て
仕
上
げ
た
様
子
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
見
て
い
る
ほ
ど
に

歴
史
が
し
の
ば
れ
る
」
と
見
入
っ

て
い
た
。
同
店
は
「
諏
訪
で
間
近
に
見
ら

れ
る
責
重
な
機
会
に
な
る
と
思

う
。
気
軽
に
来
店
を
」
と
鑑
賞
を

歓
迎
し
て
い
る
。
営
業
時
間
は
午

前
1
0
～
午
後
6
時
。
水
曜
日
休

み
。
問
い
合
わ
せ
同
店
（
電
話
0

2
6
6
・
5
8
・
0
6
9
4
）

へ
。
　
　
　
　
（
宮
坂
早
苗
）


